
奥物部ふれあいプラザで
 自慢の歌声を披露

消
防
団
が
春
季
演
習
を
実
施

川
と
触
れ
合
い
を

ア
ユ
の
放
流
な
ど
を
実
施

　
消
火
技
術
の
向
上
、
団
員
の

交
流
を
図
ろ
う
と
消
防
団
の
春

季
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
１３
日
に
は
土
佐
山
田
消

防
団
（
団
員
・
消
防
署
員
あ
わ

せ
て
約
１
３
０
人
が
参
加
）
が

町
田
堰
河
川
敷
で
、
２０
日
に
は

物
部
消
防
団
（
団
員
・
消
防
署

員
あ
わ
せ
て
約
６０
人
が
参
加
）

が
物
部
町
影
仙
頭
地
区
で
中
継

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
団

員
ら
は
、
消
防
署
員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
実
践
で
生
か
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

 ４月１３日、奥物部ふれあいプ

ラザで「第１８回チャリティー歌

謡ショー」（大栃カラオケ愛好会

主催）が開催され、約７００人の観

客が集まりました。

　歌謡ショーの第一部では、愛好

会のメンバー１１人が日頃の練習

で培った自慢の歌声を披露。第二

部では、３人のプロの演歌歌手（山

本譲二さん、立花伸一さん、松本

毬さん）によるステージがあり、

楽しいトークとプロの歌声に観客

は大いに盛り上がりました。

　また、歌謡ショーの収益から

５０万円が、物部地域の社会福祉

に役立ててもらおうと、香美市社

会福祉協議会物部支所に贈られま

した。

平
成
２０
年
度

香
美
市
行
政
連
絡
会
を
開
催
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香
美
市
の
自
治
会
長
と
市
執

行
部
、
市
議
会
議
員
ら
が
一
堂

に
会
し
、
香
美
市
か
ら
の
報
告

や
市
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

「
平
成
２０
年
度
香
美
市
行
政
連

絡
会
」
が
４
月
２６
日
、
市
立
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
香
北
で
開
催

さ
れ
、
９８
人
の
自
治
会
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
市
長
と
議
長
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
市
政
の

報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
当
初
予

算
の
説
明
、
各
課
か
ら
の
今
年

度
の
事
業
予
定
や
施
策
に
つ
い

て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
市
財
政
の
今

後
の
見
通
し
、
市
債
（
市
の
借

金
）
残
高
や
、
平
成
２３
年
６
月

１
日
か
ら
義
務
化
さ
れ
る
家
庭

用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
な
ど
、

住
民
の
関
心
が
高
い
課
題
に
つ

い
て
執
行
部
に
質
問
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

 

ま
た
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
尾
闢
正
直
高
知
県
知
事

か
ら
「
高
知
県
政
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、
知
事

の
県
勢
浮
揚
に
向
け
た
熱
い
話

に
、
会
場
の
参
加
者
は
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　
４
月
２４
日
、
土
佐
山
田
町
繁

藤
の
穴
内
川
で
繁
藤
小
・
中
の

児
童
生
徒
が
ア
ユ
を
放
流
し
ま

し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
繁

藤
地
区
振
興
協
議
会
が
地
元
の

子
ど
も
た
ち
に
、
最
近
生
活
の

中
で
離
れ
つ
つ
あ
る
川
に
親
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
れ
い
ほ
く

漁
協
の
協
力
を
得
て
実
現
し
ま

し
た
。

 

川
辺
に
下
り
た
子
ど
も
た
ち

は
、
ま
ず
水
質
検
査
を
行
い
、

穴
内
川
の
水
の
状
況
を
調
べ
た

後
、
ア
ユ
の
放
流
を
行
い
ま
し

た
。
川
に
放
た
れ
て
元
気
に
泳

ぐ
ア
ユ
を
岸
か
ら
見
送
っ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
「
今
度
川
に
泳

ぎ
に
来
る
」
と
川
に
興
味
を
持
っ

た
よ
う
で
し
た
。

 

ま
た
、
そ
れ
に
先
立
ち
４
月

２０
日
に
繁
藤
地
区
振
興
協
議
会

が
、
毎
年
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
訪
れ
る
川
へ
安
全
に
下
り
て
、

川
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
今
回
放

流
を
行
っ
た
河
の
川
橋
の
下
に

下
り
る
通
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

 

▲大きくなれと願いを込めて

▲自治会長９８人が参加

▲団員による消火訓練

まちの話題

蜷
愛
好
会
メ
ン
バ
ー
が
熱
唱



ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

公
園
づ
く
り
を
目
指
し
て

 

―
山
と
里
の
交
流
を
ー
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春
の
叙
勲 

― 

香
美
市
か
ら
２
氏
が
受
章

 

土
佐
山
田
町
松
本
地
区
は
『
お

接
待
』
の
心
を
大
切
に
、
お
遍

路
さ
ん
の
休
憩
所
と
し
て
大
師

堂
の
改
築
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

今
回
緑
の
募
金
公
募
事
業
交
付

金
を
受
け
、
大
師
堂
前
に
公
園

を
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

 

そ
の
足
が
か
り
と
し
て
、
４

月
２９
日
に
、
松
本
地
区
住
民
２５

人
が
、
物
部
町
庄
谷
相
に
あ
る

紫
翠
園
を
訪
れ
、
『
塩
の
道
香

美
市
保
存
会
』
（
会
長
・
公
文

寛
伸
さ
ん
）
の
山
の
達
人
た
ち

か
ら
山
や
木
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
実
際
に
公
園
の

花
壇
の
枠
に
間
伐
材
を
活
用
し

よ
う
と
、
達
人
た
ち
に
教
わ
り

な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
手
で
枝

打
ち
や
皮
は
ぎ
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
し
て
い
た
子
ど
も

た
ち
は
「
木
の
皮
っ
て
こ
ん
な

に
簡
単
に
は
げ
る
ん
や
」
と
作

業
に
夢
中
で
し
た
。

 

５
月
１８
日
に
は
、
公
園
の
花

壇
づ
く
り
が
行
わ
れ
、
今
回
は

塩
の
道
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
が

松
本
地
区
を
訪
れ
、
共
に
作
業

を
行
い
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

◆
第
３
回
香
美
市
体
力
つ
く

り
少
年
剣
道
錬
成
大
会

（
４
月
２９
日
、
大
栃
高
等
学
校

体
育
館
） 

 

市
内
外
の
学
校
・
団
体
か
ら

５４
チ
ー
ム
、
３
０
９
人
が
参
加

し
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校

生
の
３
部
門
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
市
内
関
係
出

場
者
は
次
の
よ
う
な
成
績
を
収

め
ま
し
た
。

〔
結
果
〕

・
個
人

小
学
生
の
部

優
勝
＝
門
田
智
也
（
之
善
館
鏡

野
道
場
）

高
校
生
の
部

準
優
勝
＝
鎌
倉
佳
祐
（
山
田
高

等
学
校
）

第
３
位
＝
公
文
典
久
（
山
田
養

護
学
校
）
、
近
藤
伸
政
（
高
知

工
業
高
等
学
校
）

・
団
体

中
学
生
の
部

第
３
位
＝
大
栃
中
学
校

高
校
生
の
部

準
優
勝
＝
山
田
高
等
学
校

◆ 

瑞
宝
双
光
章

甲
藤
忠
男
さ
ん
（
香
北
町
美
良
布
）

保
護
司
　
更
生
保
護
功
労

　
昭
和
５８
年
１
月
１
日
か
ら
２５
年
余
り
の

長
き
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し
て
非
行
少

年
や
犯
罪
者
の
改
善
更
正
、
犯
罪
予
防
活

動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
香
北
保
護
区
の
保
護
司
会
会

長
も
務
め
ら
れ
、
保
護
区
の
柱
と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

甲
藤
さ
ん
…
こ
の
た
び
の
受
章
に
対
し
て
は
、
素
直
に
あ
り
が
た

く
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、
章
を
い
た
だ
け
た
の
も
、
先
輩

や
同
僚
、
保
護
観
察
所
な
ど
、
皆
さ
ん
の
支
え
と
ご
配
慮
の
賜
物

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
後
輩
の
育
成
に
励
み
、
身
を
引
き
締
め
て

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆ 

瑞
宝
双
光
章

横
谷
和
泰
さ
ん
（
香
北
町
小
川
）

元
香
美
市
香
北
消
防
団
団
長 

消
防
功
労 

　
昭
和
３１
年
１
月
１３
日
に
美
良
布
町
消
防

団
に
入
団
。
美
良
布
分
団
長
や
香
北
消
防

団
長
を
務
め
ら
れ
、
５０
年
余
り
の
長
き
に

わ
た
り
、
住
民
の
生
命
身
体
財
産
を
守
り
、
各
種
災
害
の
被
害
軽

減
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

横
谷
さ
ん
…
消
防
団
の
先
輩
や
団
員
の
皆
さ
ん
や
県
、
消
防
署
の

お
か
げ
で
、
こ
の
た
び
受
章
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
光

栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
な
う
ち
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
生
命
財
産
を
守
れ
る
よ
う
、
消
防
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

まちの話題

▲公文さんから皮はぎの説明を受ける松本地区
　の人々

蜷
真
剣
に
立
ち
合
い

こ
う
ほ
く


